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R元年10月  モニターレポート 担当出張所  伏見出張所 

担当区間 宇治川上流両岸 

隠元橋～天ヶ瀬ダム(47.5～53.2㎞) 

(延長5.7㎞) 

モニター実施日時 令和1年10月10日 午前10時 00分～ 12 時00 分 

令和1年10月15日 午前10時 00分～ 12 時00 分 

令和1年10月22日 午前10時 00分～ 12 時00 分 

天  候 曇りのち雨  

（見出し） 

保津川河川敷清掃に汗の記事から 

宇治川のライブ画像 

太閤堤工事 

台風19号の影響と 7年前の水害の記憶 

 

保津川河川敷、清掃に汗の記事を読んで。 

亀岡市保津町の保津川の河川敷で環境保全イベントが開催された。9/29 

京都府内外から親子連れら約180人が参加。 

土嚢袋やトングを手に、保津川左岸の河川敷を歩いて、プラゴミや硝子片を回収。茂みからは、BBQの網や 

ブルーシートも見つかって、約1時間で100キロを越えたと報じている。 (ニユースソース:京都新聞) 

宇治川も例外ではなく、同じイベントを協賛を募って実施すれば、同じぐらいかあるいは、それ以上の 

大量のゴミがでてくるに違いない。一方、こころなき者は、どこの地域にもいて、大量のゴミが無惨にすて 

ている現状を踏まえると正直いって言葉がでない。 

官民あげての取り組みを期待したいところだ。亀岡市の取り組みを参考に対策を考える必要がある。 

今、税金を投入して折角きれいにしても、またゴミを捨てるものが現れて汚くなり繰り返すだけでは意味が 

ないきもする。 

24時間365日、四六時中多方面に渡って、監視することは不可能。 

 

 

宇治川のライブ画像 

宇治川流域では、現在５箇所(①槇尾山②宇治③淀④宇治川三川⑤向島)のライブ映像が配信されていて 
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水位状況等を監視できるようになっている。ネットでの配信ですので、ネット環境さえあれば誰もが 

見れるようになっています。 

残念ながら、不法投棄や不法行為等を抑止したり、証拠映像を再現する目的で設置されているものでは 

ないのは承知していますので、監視は目的外。 

最近は、街並のあちこちで監視カメラを多く見かけるようになりました。 

しかしながら、範囲があまりにも広域ですので監視カメラを設置するにしても限界があり即効性の 

ある打ち手を皆で考え行動する必要性を痛感しています。 

 インターネット配信映像より引用 

 

太閤堤工事は何のために行われているのか。 

歴史的遺産の太閤堤の護岸工事が、今も急ピッチで行われている。宇治川太閤堤跡の歴史公園の開園 

に向けての整備のためだとおもわれます。歴史をひもとくと、巨椋池と太閤堤がでて来ます。 

それほど、宇治川とはきってもきれない重要な要所となります。 

何気なくとうりすぎてしまいがちですが、歴史的遺産は後世に伝えていく内容です。 

太閤堤が歴史的な価値があったとしても、市民の生活に影響はありません。 

しかし、技術もなかった時代に行われた先人の力に思いをはせてみてもいいのではないかと思います。 
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台風19号の影響はなかったか。 

 中部から関東・北陸まで広域に渡って台風19号の影響で多くの河川の決壊で家屋の流出などかつて 

 ない甚大な被害がでた。被災者の方々に心よりお見舞い申します。 

 一方、担当宇治川では、被害はなかった模様。しかし、明日は我が身。過去の統計によりますと、 

 10月以降も、地球温暖化の影響か太平洋高気圧の勢力が衰えず、台風の影響がでる可能性は否定 

できない。 

7年前の八月は、大量の雨による増水で被害が増大したことは記憶に新しい。 

被害がでる前に、なんとかならないものかと、いつも思うことですが、台風は接近から上陸までに 

短時間に大量の雨が降り、増水から決壊まであっという間の出来事。逃げる余裕もない。 

平常時の備えが極めて重要となる。 

 

国土交通6省提供データより引用。 
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（意見・感想・処置等） 

 

モニター、ありがとうございました。 

 

宇治川ではありませんが、桂川では、毎年、３月に、桂川流域クリーン大作戦が行われています。 

２００８年からスタートし、日吉ダム（南丹市）下流から、保津峡（亀岡市）、嵐山（京都市）そして三川合 

流地点（島本町）までの区間の二十数カ所で、５０００人規模での清掃活動です。 

行政機関（淀川河川事務所、京都府、沿川市町村等）だけではなく、企業、各種団体も参加しています。 

 

 ホームページで公開しているライブ画像以外にも、各所に監視カメラが設置されており、河川の現況把握に

役立っています。 

 

 次回もレポート、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 


